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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月25日(2017.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信デバイスを用いてワイヤレス環境において利用可能な複数のアクセスポ
イント（ＡＰs）を識別するための方法であって、
　前記デバイスのワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）トランシーバと前
記デバイスのプロセッサ上で動作するアプリケーションの間で交換されたデータを監視す
ることと、
　ＡＰと前記ワイヤレス通信デバイス間の通信リンクの接続特性を決定することと、
　前記監視されたデータと前記決定された接続特性に少なくとも部分的に基づいて、ロー
ミングパラメータを調整することと、
　前記ローミングパラメータを用いてローミングスキャンを実行することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記ローミングパラメータは、ローミング閾値、切替え閾値、およびローミング間隔の
うちの少なくとも１つを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＷＬＡＮトランシーバによって交換されたデータを監視することは、前記監視され
たデータに関するアクセスカテゴリを識別することを備え、前記ローミングパラメータを
調整することは、前記アクセスカテゴリに少なくとも部分的に基づいて、前記ローミング
パラメータを調整することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記アクセスカテゴリは、音声トラフィック、映像トラフィック、ベストエフォートト
ラフィック、およびバックグラウンドトラフィックのうちの少なくとも１つを備える、請
求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ローミングパラメータを調整することは、ローミング間隔を調整することを備え、
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およびローミング閾値を調整することをさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記ローミングパラメータを調整することは、いずれのトラフィックも、ある時間期間
の間監視されないときに、アイドル値に前記ローミングパラメータを調整することを備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記デバイス上に配置された無線アクセス技術（ＲＡＴ）トランシーバの動作状態を収
集することをさらに備え、ここにおいて、前記ローミングパラメータを調整することは、
前記動作状態に少なくとも部分的にさらに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記動作状態を収集することは、前記デバイスのホストプロセッサからの関わり合いを
必要としない前記ＲＡＴトランシーバと前記ＷＬＡＮトランシーバの間のインターフェー
スから前記動作状態を取得することを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を備える、ワイヤレス環境におい
て利用可能な複数のアクセスポイント（ＡＰs）を識別するためのワイヤレス通信デバイ
スであって、前記ワイヤレス通信デバイスは、
　　前記ＷＬＡＮトランシーバと前記デバイスのプロセッサ上で動作するアプリケーショ
ンの間で交換されたデータを監視するための手段と、
　　ＡＰと前記ワイヤレス通信デバイス間の通信リンクの接続特性を決定するための手段
と、
　　前記監視されたデータと前記決定された接続特性に少なくとも部分的に基づいて、ロ
ーミングパラメータを調整するための手段と、
　　前記ローミングパラメータを用いてローミングスキャンを実行するための手段と、
　を備える、ワイヤレス通信デバイス。
【請求項１０】
　プロセッサによって実行されると、前記プロセッサに、請求項１ないし８のいずれか一
項に記載の方法を実行することを行わせるための命令を有するプロセッサ可読記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　[0075]ここで説明されたことは、現在好適な実施形態である。しかし、現在の実施形態
に関係する当業者は、本開示の原則が、他の出願に対する適切な変更によって容易に拡張
され得ることを理解するだろう。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ワイヤレス通信デバイスを用いてワイヤレス環境において利用可能な複数のア
クセスポイント（ＡＰs）を識別するための方法であって、
　前記デバイスのワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）トランシーバによ
って交換されたデータを監視することと、
　ＡＰと前記ワイヤレス通信デバイス間の通信リンクの接続特性を決定することと、
　前記監視されたデータと前記決定された接続特性に少なくとも部分的に基づいて、ロー
ミングパラメータを調整することと、
　前記ローミングパラメータを用いてローミングスキャンを実行することと、を備える方
法。
［Ｃ２］　前記ローミングパラメータは、ローミング閾値、切替え閾値、およびローミン
グ間隔のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記ＷＬＡＮトランシーバによって交換されたデータを監視することは、前記
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監視されたデータに関するアクセスカテゴリを識別することを備え、前記ローミングパラ
メータを調整することは、前記アクセスカテゴリに少なくとも部分的に基づいて、前記ロ
ーミングパラメータを調整することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］　前記アクセスカテゴリは、音声トラフィック、映像トラフィック、ベストエフ
ォートトラフィック、およびバックグラウンドトラフィックのうちの少なくとも１つを備
える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］　前記ローミングパラメータを調整することは、ローミング間隔を調整すること
を備え、およびローミング閾値を調整することをさらに備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ６］　前記ローミングパラメータを調整することは、いずれのトラフィックも、ある
時間期間の間監視されないときに、アイドル値に前記ローミングパラメータを調整するこ
とを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］　前記デバイス上に配置された無線アクセス技術（ＲＡＴ）トランシーバの動作
状態を収集することをさらに備え、ここにおいて、前記ローミングパラメータを調整する
ことは、前記動作状態に少なくとも部分的にさらに基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］　前記動作状態を収集することは、前記デバイスのホストプロセッサからのり関
わり合いを必要としない前記ＲＡＴトランシーバと前記ＷＬＡＮトランシーバの間のイン
ターフェースから前記動作状態を取得することを備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］　前記デバイスのホストプロセッサ上で作動するアプリケーションからＷＬＡＮ
の使用方法を取得することをさらに備え、ここにおいて、前記ローミングパラメータを調
整することは、前記ＷＬＡＮの使用方法に少なくとも部分的にさらに基づく、Ｃ１に記載
の方法。
［Ｃ１０］　ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）トランシーバとローミ
ングコントローラを備える、ワイヤレス環境において利用可能な複数のアクセスポイント
（ＡＰs）を識別するためのワイヤレス通信デバイスであって、
　ここにおいて、前記ローミングコントローラは、
　　前記ＷＬＡＮトランシーバによって交換されたデータを監視することと、
　　ＡＰと前記ワイヤレス通信デバイス間の通信リンクの接続特性を決定することと、
　　前記監視されたデータと前記決定された接続特性に少なくとも部分的に基づいて、ロ
ーミングパラメータを調整することと、
　を行うように構成された、ワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ１１］　前記ローミングパラメータは、ローミング閾値、切替え閾値、およびローミ
ング間隔のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１０に記載のワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ１２］　前記ローミングコントローラは、前記監視されたデータに関するアクセスカ
テゴリを識別することによって前記ＷＬＡＮトランシーバによって交換されたデータを監
視し、および前記アクセスカテゴリに少なくとも部分的に基づいて、前記ローミングパラ
メータを調整するように構成される、Ｃ１０に記載のワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ１３］　前記アクセスカテゴリは、音声トラフィック、映像トラフィック、ベストエ
フォートトラフィック、およびバックグラウンドトラフィックのうちの少なくとも１つを
備える、Ｃ１２に記載のワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ１４］　前記ローミングコントローラは、ローミング間隔とローミング閾値を調整す
るように構成される、Ｃ１２に記載のワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ１５］　前記ローミングコントローラは、いずれのトラフィックも既定の期間の間監
視されないときに、アイドル値に前記ローミングパラメータを調整する、Ｃ１０に記載の
ワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ１６］　前記デバイス上に配置された無線アクセス技術（ＲＡＴ）トランシーバをさ
らに備え、ここにおいて、前記ローミングコントローラは、前記ＲＡＴトランシーバの動
作状態を収集し、および前記動作状態に少なくとも部分的に基づいて、前記ローミングパ
ラメータを調整するように構成される、Ｃ１０に記載のワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ１７］　前記ＷＬＡＮトランシーバと前記ＲＡＴトランシーバの間にインターフェー
スとホストプロセッサをさらに備え、ここにおいて、前記インターフェースは、前記デバ
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イスのホストプロセッサからの関わり合いを必要とせず、およびここにおいて、前記ロー
ミングコントローラは、前記インターフェースを介して前記動作状態を収集する、Ｃ１６
に記載のワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ１８］　ホストプロセッサをさらに備え、ここにおいて、前記ローミングコントロー
ラは、前記ホストプロセッサ上で作動するアプリケーションからＷＬＡＮの使用方法を取
得し、および前記ＷＬＡＮの使用方法に少なくとも部分的に基づいて、前記ローミングパ
ラメータを調整するように構成される、Ｃ１０に記載のワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ１９］　ワイヤレス通信デバイスを用いてワイヤレス環境において利用可能な複数の
アクセスポイント（ＡＰs）を識別するための非一時的なプロセッサ可読記憶媒体であっ
て、前記プロセッサ可読記憶媒体は、プロセッサによって実行されるとき、前記ワイヤレ
ス通信デバイスに、
　前記デバイスのワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）トランシーバによ
って交換可されたデータを監視することと、
　ＡＰと前記ワイヤレス通信デバイス間の通信リンクに関する接続特性を決定することと
、
　前記監視されたデータと前記決定された接続特性に少なくとも部分的に基づいて、ロー
ミングパラメータを調整することと、を行わせるための命令を有する、
　非一時的なプロセッサ可読記憶媒体。
［Ｃ２０］　前記ローミングパラメータは、ローミング閾値、切替え閾値、およびローミ
ング間隔のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１９に記載の記憶媒体。
［Ｃ２１］　前記ＷＬＡＮトランシーバによって交換されたデータを監視するための前記
命令は、前記監視されたデータに関するアクセスカテゴリを識別するための命令と、前記
アクセスカテゴリに少なくとも部分的に基づいて、前記ローミングパラメータを調整する
ための前記命令を備える、Ｃ１９に記載の記憶媒体。
［Ｃ２２］　前記アクセスカテゴリは、音声トラフィック、映像トラフィック、ベストエ
フォートトラフィックおよびバックグラウンドトラフィックのうちの少なくとも１つを備
える、Ｃ２１に記載の記憶媒体。
［Ｃ２３］　前記ローミングパラメータを調整するための前記命令は、ローミング間隔と
ローミング閾値を調整する、Ｃ２１に記載の記憶媒体。
［Ｃ２４］　前記ローミングパラメータを調整するための前記命令は、いずれのトラフィ
ックも既定の期間の間監視されないときに、アイドル値に前記ローミングパラメータを調
整する、Ｃ１９に記載の記憶媒体。
［Ｃ２５］　前記デバイス上に配置された無線アクセス技術（ＲＡＴ）トランシーバの動
作状態を収集するための命令をさらに備え、ここにおいて、前記ローミングパラメータを
調整するための前記命令は、前記動作状態に少なくとも部分的に基づいて前記ローミング
パラメータを調整する、Ｃ１９に記載の記憶媒体。
［Ｃ２６］　前記動作状態は、前記デバイスのホストプロセッサからの関わり合いを必要
としない前記ＲＡＴトランシーバと前記ＷＬＡＮトランシーバの間のインターフェースか
ら取得される、Ｃ２５に記載の記憶媒体。
［Ｃ２７］　前記デバイスのホストプロセッサ上で作動するアプリケーションからＷＬＡ
Ｎの使用方法を取得するための命令をさらに備え、ここにおいて、前記ローミングパラメ
ータを調整するための前記命令は、前記ＷＬＡＮの使用方法に少なくとも部分的に基づい
て、前記ローミングパラメータを調整する、Ｃ１９に記載の記憶媒体。
［Ｃ２８］　ワイヤレスネットワークにおいて利用可能な複数のアクセスポイント（ＡＰ
s）を識別するための方法であって、
　　前記ネットワークにおいて、ワイヤレス通信デバイスのワイヤレスローカルエリアネ
ットワーク（ＷＬＡＮ）トランシーバによって交換されたデータを監視することと、
　　前記デバイスのローミング閾値とローミング間隔を調整することと、
　を備える、方法。
［Ｃ２９］　データ交換を監視することは、前記監視されたデータに関するアクセスカテ
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ゴリを識別することを備え、ここにおいて、前記ローミング間隔と前記ローミング閾値の
うちの少なくとも１つが、前記アクセスカテゴリに少なくとも部分的に基づいて調整され
る、Ｃ２８に記載の方法。
［Ｃ３０］　前記アクセスカテゴリは、音声トラフィック、映像トラフィック、ベストエ
フォートトラフィック、およびバックグラウンドトラフィックのうちの少なくとも１つを
備える、Ｃ２９に記載の方法。
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